

























































白梅学園大学・白梅学園短期大学　子ども学研究所研究年報　№ 25　17 ～ 27（2020）
人文主義の成り立ちと展開
―ヒューマニズム史研究の一つの手掛かりとして―
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　＊ 福井一光（1989）『ヒューマニズムの時代 : 
近代的精神の成立と生成過程』未来社
　＊  D・ヘイ / 清水純一訳（1987）『ルネサンス
と人文主義』平凡社
　＊ 式部久（1983）『ヒューマニズムの倫理』勁
草書房
　＊ 会田雄次（1980）『ヨーロッパ・ヒューマニ
ズムの限界 ; ミケランジェロ』講談社
（ 6）一例としては、池上監修の前掲『原典イタ
リア・ルネサンス人文主義』はその立場をとっ
ている。
（7）南川前掲書。
（ 8）南川前掲書のアウレリウス・ヴィクトルも
そのようにして官僚となった典型例である。
（9）南川前掲書
（ 10）前掲池上俊一監修『原典イタリア・ルネサ
ンス人文主義』
（ 11）イギリス軍に攻められたオルレアン城を解
放した救世シャンヌ・ダルクは、15世紀前半、
この戦争の中で登場した。
（ 12）この点については、より子細な検証が必要
であるが、君臣上下の関係について儒教的倫理
観が強く作用しているところに日本の封建制の
と特徴があったと考えられる。
（ 13）ミラノ、ベネツィアは20万人、ジェノヴァ、
ナポリなどは10万人の人口を有していた。
（14）南川前掲書
（ 15）この一連の流れ、すなわち、新たな発見や
発明が、それまでの価値観を揺るがせ、科学性
への信頼が合理的精神を育て、その動きを加速
していった流れ、そして、その過程で、主体的
な役割を果たした人間への信頼が築き上げられ
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ていくプロセスについては、より広いさまざま
な領域への広がりを含め、さらに検討事例を増
やして行きたい。
（16）南川前掲書
（ 17）前掲『フィレツェ―比類なき文化都市の歴
史』及び前掲根占献一『フィレンツェ共和国の
ヒューマニスト』及び根占前掲書。
（18）南川前掲書
（ 19）前掲拙稿「近代ヨーロッパ・ヒューマニズ
ムの生成・発展過程の探究 : 16世紀フランス・
ユマニスムの検討を中心に」
（ 20）デカルトについては多数の文献があるが、
代表的なものを数点あげて置く。（2001）『デカ
ルト著作集』白水社。小泉義之（1996）『デカ
ルト＝哲学のすすめ』講談社現代新書。小林道
夫（2006）『デカルト入門』ちくま新書など。
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